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要旨 
本稿の目的は、2007 年度から開講した地域児童教育専攻児童教育コースの「学校フィー
ルド学習」の 5 年間の取り組みとその成果に関する報告を行うことである。第１章では、
取り組みを立ち上げるまでの経緯について述べた。第２章では、「学校フィールド学習」に
係る全般的な手順や連携スタッフ及び 5 年間の実践記録について具体例をあげて分析・考
察した。第３章では、まとめと今後の課題について述べた。 
 
Ⅰ はじめに 
2007年度から開講した地域児童教育専攻児童教育コース（以下、児童教育コースという）
の専門科目『学校フィールド学習』のこれまでの取り組みとその成果に関する報告を行う
ことが本稿の目的である。報告に先立ち、「学校フィールド学習」を立ち上げた背景につい
て簡単に述べたい。 
周知の通り、学校はさまざまな課題に直面している。こうした中で教員にはこれまで以
上に問題解決のための実践的な力量が要求されるようになってきた。学校現場で求められ
る実践的力量を教員養成課程において系統立てて身につけることは、教員を目指す学生に
とって重要であることは論をまたない。このような実践的力量形成のためには、学校教育
現場における子どもたちへの学習支援を通した豊かな学びが重要な意味をもつと児童教育
コースでは考えてきた。「学校フィールド学習」は、こうした考えを背景として誕生した科
目である。 
また、実際の授業を立ち上げるにあたり、大学近隣に位置する前橋市立笂井（うつぼい）
小学校に大きな力添えをいただいた。笂井小学校とは、従前から本学の学生が学習支援ボ
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ランティアとしてかかわりを持っており、笂井小学校には本学の学生を熱心に見守り、温
かくご指導いただいていた。こうした常日頃からの笂井小学校と本学とのかかわり合いが
「学校フィールド学習」を実現する契機となったともいえる。 
2006 年度からは、学習支援ボランティアをさらに深化させるために、また、先述した通
り、学生一人ひとりの実践的力量を培うために、学習支援ボランティアとしてではなく、
大学の教職科目として位置づけるべきだと考えた。同様に、学生一人ひとりの学びだけで
はなく、小学校の児童にとっても豊かな学びとなり得るためには、笂井小学校と本学とで
正式な協議会を発足させることが重要であるとも考えた。そこで、2006年 12月には地域連
携準備協議会を、2008 年 5 月には地域連携協議会を発足し、覚書を交わした。笂井小学校
と本学双方の教育の一層の充実・発展を図ることを目的としたこの協議会は現在まで続い
ている。「学校フィールド学習」はこの連携事業の大きな目玉であり、今もまだ継続してい
る事業のひとつとなっている。 
連携事業のひとつである「学校フィールド学習」は、小学校教員を目指す本学の児童教
育コース（当初から国際社会専攻の教職希望者にも面接のうえ履修可能としている。）２年
生及び３年生が、笂井小学校で１週間の学習支援活動を行うものである。本学の学生（以
下、学習生という）は、学習指導の補助、放課後の指導の補助に加えて下校指導等、授業
以外の活動も行う。大学が教職科目の必修単位としてこうした学習支援活動を認定するこ
と、とりわけ、ひとつの大学がひとつの小学校と連携していくことは珍しい取り組みであ
り、この連携事業の独自性だと私どもは考えている。 
 以下、2007 年度から 2011 年度まで実施した「学校フィールド学習」の内実について、5
年間の学びの記録に基づいて報告したい。また、5年間の学びの記録を分析、考察すること
で改めて見えてくる「学校フィールド学習」の今後の課題と展望についても述べたい。 
 
Ⅱ ５年間の実践記録 
１「学校フィールド学習」の手順について 
まず笂井小学校との日程調整をおこない、学期ごとのフィールド学習期間を決め、前・
後期の事後指導日を決定する。この時には、正確な履修者数は決まっていないため、3学期
の最終週に関しては、未定としている。前期が始まると学生は次のような過程を経て履修
登録を行い、履修が認められた場合は、「学校フィールド学習」に参加し事後指導までの学
習を行う。 
（１）「学校フィールド学習」の授業説明会への参加 
 履修希望学生は、「学校フィールド学習」とは何かについて理解するために、4 月の始め
に開催される授業説明会に出席する。 
（２）履修登録 
 「学校フィールド学習」の履修登録は、ＭＩＤＳ（Maebashi Identity Support system
の略称で個々人の学びを記録し今後に活かすためのシステム）で行う。他の授業と同じ要
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領で「集中講義」扱いとして登録する。 
（３）事前指導の受講 
 事前指導では、主に学習支援活動の留意点、「学校フィールド学習」の心構えや具体的な
注意事項など、小学校の現場でどのような行動をすべきかを学ぶ。事前指導に出席しなけ
れば「学校フィールド学習」の受講は認めないことになる。 
（４）学習支援活動の日程決定 
 履修者人数が決定すると学習生それぞれの学習日程が割り振りされ、掲示板で学習支援
活動の日程を発表する。この時、各週の担当大学教員が発表される。原則として割り振ら
れた日程の変更は認めないが、介護等体験などと重複する場合は、調整が必要となる。 
（５）笂井小学校への事前訪問 
 5 月に入り、学習生全員と大学教員（以下、TS という）が笂井小学校を訪れ、打ち合わ
せをする説明会が開かれるが、この時「学校フィールド学習Ａ」の学習生は、小学校の施
設等の見学も兼ねる。説明会では、学習生代表の挨拶や注意事項も再度確認される。 
（６）事前指導 
学習生は各自、学習支援活動前にその週の担当 TSの研究室を訪ね、事前連絡及び注意事
項の指導を受ける。            
（７）学習支援活動 
 それぞれ決められた日程で、原則として１週間、笂井小学校で学習支援活動を行う。  
（８）レポートの提出 
 学習支援活動が終わったら、１週間以内に『「学校フィールド学習」履修の手引き』内で
課されているレポートを事務担当（以下、MSという）の塩田に提出する。また、「活動記録」
も一緒に提出する。これらは、単位認定の資料となりレポートが提出されない場合は単位
を認めない。 
＊なお、レポートは次の要領で作成することになっている。 
(「子ども理解」「学校教育活動全般」「その他気づいたこと、考えたこと」の観点から作成
する。その場合、Ａ４縦で横書き 40字×30行、3600 字以上とする。) 
（９）事後指導への参加 
 前・後期に分けて、学習生の学習支援活動終了後、事後指導（反省会）が行われる。笂
井小学校の教員が本学に来校し、グループごとに分かれて振り返りの学習を行い、助言を
含めた指導をしていただく。この事後指導後には、各自の振り返り（感想文）とグループ
毎のまとめを提出する。以上で、「学校フィールド学習」の終了となる。 
 
 ２ 本学の「学校フィールド学習」担当者と役割について 
 表１に 5年間の TSと MS の担当者及び学習生の実数を示した。2007年度から 2009年度の
3 年間は川村が主担当となり、実質的な責任者を務めていた。しかし、2009 年度末で三重
大学に転出したため、その後の 2 年間（2010～2011）は本多が主担当となった。本多は、
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年度始めの説明会（「学校フィールド学習」履修の手引きを配付する。１ 参照のこと。）
を担当するとともに、笂井小学校に備え付けて置く学習生用の「日誌」ファイルを作成し
ている。説明会の際に、MS の塩田からは必要書類（誓約書等）が配付され、期日までの提
出を求める。副担当の岸は、当初から学習生の割り振り（スケジュール配置）担当である。
後藤は事後指導の計画立案と反省会を主に担当している。佐藤は事前指導（４ 参照のこ
と）を主に担当している。平岡は事前指導後に、国際社会専攻の希望者に対する個別面接
を主に担当している。高橋（特任教授）は小学校長経験を活かしての様々な助言や支援を
行っている。また学習期間中には、TS が 1 週間に 1 人（ローテーション制）で笂井小学校
を訪問する注 1）。塩田は笂井小学校との連絡調整など事務的作業の全てを担当している。 
            表１ 本学のスタッフと学習生数 
      
年度 MS 学習生数
2007 66
2008 64
2009 42
2010 40
2011 54
塩田正美
TS
岸一弘
後藤さゆり
佐藤髙司
平岡さつき
本多正直
川村有美
高橋健司
 
３ 笂井小学校の「学校フィールド学習」担当者について 
 表２に 5年間の管理職及び担当教員を示した。前述したとおり、2006年 12月に地域連携
+準備協議会が発足した。当時の校長は福田勝先生、教頭は清水正巳先生であった。そして、
2007 年 5 月 7 日（月）から「学校フィールド学習」が正式に開始された。そのことについ
て、当時の笂井小学校壁新聞『ふじだな 5 月 11 日版』（八高幸子校長編）は、次頁のよう
な記事となっている。この取り組みは、八高幸子校長によって『こざくらプラン』と命名
されたことなどが述べられている。 
校長の八髙先生には 3 年間、高橋先生には 2 年間、また教頭の清水先生には 2 年間、そ
して小池先生には 3 年間ご指導を賜った。一方、クラス担任は恩田先生に 4 年間、桒原先
生と町田先生には 2 年間、また遠藤先生・山口先生及び小池先生にはそれぞれ 1 年間のご
指導を頂いた。さらに、学習生たちは、この 5 年間笂井小学校に勤務されていた全教職員
の皆様にも多くのご支援やご助言を頂いたものと考えられる。 
表２ 笂井小学校のスタッフ 
年度 校長 教頭
2007 八髙幸子 清水正巳  遠藤弥生（６年） 恩田憲弘（５年）
2008 八髙幸子 清水正巳 山口みゆき（１年）町田充正（２年）
2009 八髙幸子 小池　務  恩田憲弘（４年） 桒原晴美（２年）  町田充正（６年）
2010 高橋美之 小池　務  恩田憲弘（６年） 小池博和（２年）
2011 高橋美之 小池　務  恩田憲弘（６年） 桒原晴美（４年）
担　　　　当　　　　教　　　　員
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         ＜『ふじだな 2007年 5月 11日版』から抜粋＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ４ 事前指導について 
事前指導は、前期の始めに、「学校フィールド学習」を希望する学生を対象に一斉に行う。
事前指導は、まず大学内で大学の教員が大学の立場から行い、次に学生が笂井小学校を訪
問して小学校の教員によって教育現場の立場から行われる。 
大学内で大学の教員が行う事前指導は、56～58 頁に示す資料を配付した上で、資料を説
明、解説する形態で行う。 
学生が笂井小学校を訪問して小学校の教員によって行われる事前指導は、笂井小学校に
おいて「学校フィールド学習」の主担当者である教頭を中心に行われる。校長の挨拶のあ
と、教頭や「学校フィールド学習」を受け入れる学級の担任などから、具体的な指示や注
意がなされ、場合によっては、教室などの現場を実際に見学することもある。 
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大学内で行う事前指導の際の資料 
＊＊＊＊年度 学校フィールド学習 事前指導資料 
                                                                共愛学園前橋国際大学 
１ 基本の心構え 
（１）子どもたちにとっては先生である。 
        … フィールド学習中、「大人」「教師」であることを常に意識すること。 
          （以下「フィールド学習」は学校フィールド学習を指す。） 
（２）時間厳守 … ５分前行動、遅刻厳禁 
（３）守秘義務 … フィールド学習中に得た子どもや校内の情報等は永久に漏らさない。 
（４）ホウ・レン・ソウ（報告・連絡・相談） 
         … どんなに小さなことでも担当の先生にホウ・レン・ソウ 
（５）約束厳守 … 子ども、教職員との約束を守る。できない約束はしない。嘘はつかな
い。 
（６）指示待ちはだめ … 自分が何をすべきなのか、常に考えていること。 
（７）学校フィールド学習直前の連絡・注意 
… 学校フィールド学習開始直前の週に、大学の担当教員から、必ず
直前の連絡・注意を受ける。 
２ 学校フィールド学習のはじまり（毎朝） 
（１）笂井小からの登校指示の時間（８：１５）の５分前（８：１０）には登校する。 
（２）登校後、すぐに職員室に行き、校長先生、教頭先生、担当の先生に大きな声であいさ
つをし、着替える。 
（３）出勤簿に押印し、名札をつける。（名札はふりがなまで楷書で丁寧に自筆する。つけ
ないときには職員室のフィールド学習生用の机に置いておく。） 
（４）担当の先生（教頭先生）に本日の指示をもらい、フィールド学習をスタートする。 
３ 学校フィールド学習の終わり（毎夕） 
（１）第二下校の付きそいを終えて笂井小に戻ったら、職員室のフィールド学習生用の机で
本日のフィールド学習のまとめ（本日の「日誌」「連絡・申し送り事項の記録」の記
入）をする。 
（２）担当の先生（教頭先生）のところに必ず二人で一緒に「日誌」を持って行き、認印を
もらう。その際、本日の活動について講評及び明日の指示があるときにはしっかりと
聴く。 
（３）フィールド学習生用の机上を整理する。（「日誌」「連絡・申し送り事項の記録」及
び名札だけを机上に） 
（４）着替えの後、職員室にて大きな声であいさつをし、帰途につく。 
（５）職員室で会議等が予定されている場合、担当の先生（教頭先生）の指示に従ってフィ
ールド学習のまとめをする。 
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（６）フィールド学習最終日は、校長先生、教頭先生、特にお世話になった教職員に個々に
あいさつしお礼を述べる。 
４ 次回フィールド学習生への引継 
○ 現フィールド学習生は、次回のフィールド学習生と連絡をとり、水曜日（都合がつか
ない場合は木曜日か金曜日）に、①引継を行う。②その後、担当の先生（教頭先生）に
次回フィールド学習生を紹介する。 
 ○ 引継の時間は、放課後等の授業のない時間帯が望ましい。 
 ○ 引継内容 
  ＊フィールド学習の一日の動き  ＊子どもの様子  ＊職員室のフィールド学習生
用の机＊校内の配置  ＊「日誌」「連絡・申し送り事項の記録」の内容 等 
  ＊次回フィールド学習生は疑問・不安に思うことはここですべて解決しておくこと。 
 ○ 次回フィールド学習生は紹介された後、担当の先生（教頭先生）に自分からきちんと
指導を依頼すること。担当の先生（教頭先生）が出張等で留守の場合、教頭先生または
教務主任の先生にあいさつすること。 
○ 次回フィールド学習生が、病気、事故等のやむを得ない事由で引継に欠席、遅刻をす
る場合、現フィールド学習生にできるだけ早く連絡すること。 
５ 禁止行為 
  ○ フィールド学習中の個人的な携帯電話、携帯メール 
○ 無断遅刻、無断欠席、無断早退（登校だけでなく、授業、行事についても同様） 
○ 暴力、喫煙 
 ○ 特定の政党・宗教の宣伝、誹謗 
 ○ 子ども、教職員、保護者との個人的な人間関係、セクハラ行為 
 ○ 必要のない貴重品、飲食物（ペットボトルを含む）の学校への持ち込み 
 ○ その他、社会人（教師）としてふさわしくない態度 
６ 身なり 
 ○ 登下校時の服装は、初日は正装が望ましいが、二日目からは準正装でよい。 
 ○ フィールド学習中はジャージ等の動きやすく汚れてもよい服装を心がける。 
 ○ 清潔感のある髪型を心がけること。茶髪は望ましくない。 
 ○ 事前訪問及び引き継ぎ時においても、服装、髪型は同様である。 
７ あいさつ・言葉づかい 
 ○ 相手（子ども・教職員）の目を見て、大きな声であいさつする。 
 ○ 子どもへの言葉づかいは、あくまでも社会人（教師）として話すこと。 
 ○ 教職員への言葉づかいは、敬語を心がける。「タメ口」は厳禁。 
８ 登校（出勤）方法 
 ○ 笂井小へは徒歩で行くこと。 
 ○ 自動車、バイク、自転車は大学の駐車場に止めること。 
９ 持ち物 
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 ＊上履き（運動靴がよい。スリッパ、サンダルは不可。） ＊筆記用具 ＊印鑑 ＊箸 
 ＊給食配膳用エプロン ＊雑巾 ＊運動靴 ＊その他笂井小から指示のあったもの 
10 その他 
 ○ 基本的には、その場での笂井小の先生方の指示を最優先する。 
○ フィールド学習生用の机は常に整理整頓を心がけ、子ども、教職員に見られても恥ず
かしくない状態に保つこと。机脇のゴミ箱、湯茶道具等の掃除は毎日行うこと。 
 ○ 病気、事故等のやむを得ない事由で欠席、遅刻をする場合、できる限り早く笂井小の
教頭先生に連絡をすること。あわせて、大学の＊＊さんにも連絡すること。 
    前橋市立笂井小学校（教頭先生）        ***-***-**** 
共愛学園前橋国際大学（＊＊さん）       ***-***-**** 
 ○ その他笂井小でのフィールド学習に関して困ったことは、どんなことでも構わないの
で、大学のスタッフに相談すること。 
 
 
５ 学習生の学習活動記録（日誌）について 
 学習生は１日の振り返りとしての「日誌」を記入してから下校することになっている。
以下は 5 年間の中から抽出したものである。『学校フィールド学習Ａ』（原則 2 年次）また
は『学校フィールド学習Ｂ』（原則 3年次）の中から年度ごとに 1名を選んだ。 
 学習生の割り振りは原則的に 2 名ずつとし、できるだけ 2 年生と 3 年生が組むように配
慮している。提出された日誌を読むと、2 年生については初日が印象的である。すなわち、
小学校教育現場で初めて実習することになった戸惑いや不安感が率直に記されている。そ
れが最終日には、実習が終わることを惜しむような記述が多くなる傾向がみられる。 
 
    2007年度 Uさん            2008年度 Hさん 
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     2009年度 Yさん               2010年度 Sさん 
 
     
               2011年度 Iさん 
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 一方の 3年生については、2年次に出来なかったことを自分なりに課し、今回の実習では
積極的に取り組もうとする心構えを示すような記述が多くみられた。また、割り振りが小
学校教育実習の前後になる。そのため教育実習後の記述は、より深い省察から得たものに
なっていると考えられる。いずれにしても、ここに掲載した以外の日誌もきちんと書けて
いるため、学習生は有意義で充実した実習を経験させて頂いていることが分かる。 
次に、実際の記述文を紹介していく。ただし、ここでは誤記があった場合のみ修正し、
記述内容に踏み込んだコメントを加えることは行わない。 
 「学校フィールド学習」が開始された 2007年度は、『学校フィールド学習Ａ』（以下、「学
習Ａ」という）の 2 年生と『学校フィールド学習Ｂ』（以下、「学習Ｂ」という）の 3 年生
がそれぞれ（合計 66 名）初めて参加した。ここでは、3 年生のＵさんの初日と最終日につ
いて示す。初日；「1 日目で何をしてよいかわからず、戸惑うこともありましたが、積極的
に担任の先生に聞き、行動することができたと思います。（以下略）」最終日；「5 日間を通
して感じたことは、児童の学習意欲や生活態度は、教師にかかっているということです。（以
下略）」。 
2008 年度は 2 年生と 3 年生の他に 4 年生の希望者を含む 64 名が参加した。2005 年度入
学の 4 年生は「学習Ｂ」のみを必修としたため、この年の希望者はボランティア扱いとな
った。ここでは、3 年生のＨさんの 2 日目と最終日について示す。2 日目；「今日は、学活
の時間に子どもたちの話し合いを見ることができました。いろいろな子が意見を言ったり、
みんなで多数決をしたりと 45分の中で子どもたちの様々な姿を見ることができました。（以
下略）」最終日；「この 5 日間は本当にあっという間で、とても充実した日々を過ごすこと
ができました。今日は子どもたちとたくさん関わりたいと思っていたので、自分からいつ
も以上に声掛けを心がけました。（以下略）」 
2009年度は 2年生（国際社会専攻生 1名を含む）と 3年生のみの参加（合計 42名）とな
った。ここでは、3 年生のＹさんの初日と最終日について示す。初日；「子どもたちとはす
ぐに打ち解け、学級の子ども全員と関わるという目標は既に達成できた。（以下略）」。最終
日；「（前半略）素直になれない子はそれなりの背景がある。5日間で１人ひとりのバックグ
ラウンドを知ることは難しいが、それを知った上での指導が必要となるだろう。」 
2010年度は 2年生と 3年生（国際社会専攻生 1名を含む）の参加（合計 40名）となった。 
ここでは、2 年生のＳさんの初日と最終日について示す。初日；「初日ということもあり、
とても不安なスタートだった。まず、この暑さの中で 1日体力が持つのかが心配だった。（以
下略）」。最終日；「今日は最終日だ。6 年生全員と関われる日にしようと思ったが、あっと
いう間に 1 日が過ぎてしまった。しかし、この 5 日間でいちばん児童と触れ合えた 1 日だ
ったと思う。（以下略）」 
 2011年度は 2年生と 3年生で合計 54名の参加があった。ここでは、2年生のＩさんの初
日と最終日について示す。初日；「初日ということで緊張と不安が多く、児童と接するとい
うことより児童の動きを優先してしまった。初めての机間指導は声をかけるタイミングや
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教えるポイントが難しかったため、明日以降の課題としたい。（以下略）」。最終日；「今日
で最終日ということだったが、1 週間前の自分とだいぶ違うと思う。（中略）最後の図工で
は多くの児童が話しかけてくれ嬉しかった。成長できた 1週間だったと思う。」 
 
６ 学習生の事後報告書について 
「学校フィールド学習」を終了した学習生には、１週間の自らの体験について「子ども
理解」、「学校教育活動全般」、「その他気づいたこと、考えたこと」という観点から 3600字
以上にまとめることを課している。ここでは、この 5 年間に提出された報告書の中から主
要なものを紹介し、若干の考察を加えたい。 
 （１）「子ども理解」について 
まず「子ども理解」については、次のような報告がなされている。 
「初日、子どもの性格やレベルなど私には分からないだろうと思っていたが、授業態度
やノートのとり方、発表の回数、進み具合などを見ていくうちに、一人ひとりの違いに気
づくことができた。」（2007 年 Kさん） 
「児童たちと、どのように接していけばよいのか、本当に迷ったし、考えさせられた。
ある児童は、何かがあるとすぐに元気がなくなってしまい、否定的になってしまう。ある
児童は、自分のことはあまり出来ていないのに、他の友だちのことを強く責めてしまう。
他にも、みんなと同じ早さで出来ない児童や、（高学年なのに）低学年の勉強をしている児
童。……学校では一言も声をださず、誰とも話をしない児童。本当にさまざまな児童がい
た。」（2007年 Yさん） 
「中にはとびついてきたり、抱き着いてきたり、おんぶしてと甘えてくる子もいて、そ
れは自分にとってとても嬉しく子どもってかわいいなと思うと同時に、こんな態度でいい
のかと迷った。学校の先生が子どもを抱いたりしているのはあまり見たことが無い。そう
いう部分も、どの先生でもいいから聞けばよかったと思う。」（2008 年 Kさん） 
「大学で与えられた専門書をもう一度読み直し、指導のやり方や教材に関しても、意識
しながら過ごした。問題が理解できる子どももいれば、理解できているのに解けない子ど
も。国語や社会の教科書をスラスラ読める子どももいれば、つかえてしまい一文読むこと
に時間がかかる子ども。跳び箱の開脚跳びはできるのにかかえこみ跳びができない子ども。
多種多様な子ども達を一人で見るというのは、たくさんの引き出しを持っていなければ対
応できないし、臨機応変な指導ができるよう常に柔軟な考え方ができるように自分を保た
なければならないと感じた。」（2009 年 Hさん） 
「実際の子ども達は書籍に載っている通りではなく、様々な個性を持っている。A年生に
は B のような対応がいいという方法は通用せず、一人ひとりに対応した扱いや接し方を考
えなくてはいけない。」（2010 年 Oさん） 
このように、児童一人ひとりの違いについての気づき、それらの違いを踏まえた関わり
方の模索、大学での既習事項や実際の児童との関係性などが綴られている。これまでの大
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学での理論的な学びや日常的な経験から得られた子どもという存在への認識は、学校教育
現場における児童の実態を把握するなかで確かなものとなったり、修正されたり、再構成
されるのであろう。その過程が記されているとも読める。しかも多くは教師になろうとし
ている自己との関わりの中で考察されている。大学での理論的な学びを踏まえ、学校教育
現場で主体的に児童と関わり、向き合おうとする際の意気込みや逡巡を記すものが見られ
る。また、子どもを理解することやそれと関わる体験を自分なりに意味づけるものや、実
際に児童と関わることによって得られた実感をくぐった考察や新たな課題が展開されてい
る。 
（２）「学校教育活動全般」に関する叙述 
次に、「学校教育活動全般」の項目については、次のような内容が着目される。 
「授業の裏では思ったよりたくさんの大変な印刷作業や問題づくりなどをしなければい
けないことを知った。児童、生徒だったときに、難しい、めんどうくさい、解けてうれし
いなど、さまざまな思いを持ちながら何気なくやっていたプリントは、先生方が時間を削
って作っていてくれたものなのだと思うと今更ながら申し訳ないと同時に、本当にありが
たい気持ちでいっぱいだ。また、そういう陰の努力があったことを知れてよかったと思う。」
（2007年 Iさん） 
また、ある学習生はこの「学校教育活動全般」の項目を「学習面における教育活動」「生
活面における教育活動」「身体面での教育活動」に分けてレポートを仕上げている。「学習
面」では「笂井小学校で特に重視されている」本読みを取り上げ、「朝の時間はもとより、
授業の中に読書の時間を取り入れている。これは、子どもたちの想像力のさらなる発達や、
現代の子どもたちに顕著にみられる読解力の低下防止に着目した取り組みである。」として
いる。「生活面」については、「笂井小学校でも、生活面における全体的な指導がなされて
いるように感じた。整理整頓、あいさつ、手洗い・うがい、給食後の歯磨きなど、（小学
生は）最低限度の生活規範を身につけさせることが大切な時期であるだけに、徹底した指
導が必要になってくるだろう。また、規範だけでなく、現代の社会が抱える深刻な問題で
ある環境に着目した取組みも行われている。牛乳パックの回収を筆頭に積極的なバザーの
呼びかけ、落ち葉拾い活動なども挙げられる。……笂井小学校は地域との関わりが深く、
いわゆる開けた学校なのだ。地域の高齢者を招待してのイベントや学生による『こざくら
プラン』などがある。深い地域住民との友好関係も、笂井小学校を支える基盤の１つなの
ではないか。」と考察している。３つ目の「身体面での教育活動」では、次のように記す。
「年々深刻化しつつある子どもの身体能力低下に目をつけ、積極的な運動推進を行ってい
る。昼休みは体育委員が中心となってさまざまな遊びをしている。これは非常に良い取り
組みであると考える。遊び相手の同年代化も問題視されている中で、学年問わず一丸とな
って１つの遊びができるからだ。また、あまり外遊びが好きではない子どもに対する無言
の呼びかけにもなっているようだ。さらに、教師も一緒になって校庭で遊んでいる姿もみ
られたように、学校全体をあげて遊ぶことへの関心を高めるための行いをしていた。現に、
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多くの子どもたちは外で遊ぶ方が楽しいと答えている。体を動かす遊びは、子どもの発達
にとって欠かすことのできない要素であるだけに、この活動は有意義なものではないだろ
うか。」（2009年 Yさん） 
このように「学校教育活動全般」として取り出される事柄や叙述の仕方は学習生によっ
て様々であるが、５日間という限られた学校教育現場での体験の報告とは思えないような
内容が盛り込まれたものもある。学習生の「学校フィールド学習」への意欲的な視点やそ
れを通して得られた学校教育についての認識を捉えることができる。それと同時に、「学校
教育活動全般」を可能な限りガラス張りにして学生を受け入れる笂井小学校の学習生への
配慮が見えてくる。 
（３）「その他気づいたこと、考えたこと」 
これらのことについては、まず、学習生の多くが本欄で言及した事柄の中から「ほめる
と叱る」という行為についてとりあげ、具体的な場面の報告内容を記すことにする。 
「何日たっても、なかなか『しかる』ということができない自分がもどかしかった。ま
た、『ほめる』ということもなかなか難しいと感じた。」（2007年 Sさん） 
「前々から（アルバイト先の塾で）叱ることについてどのようにしたらいいか悩んでい
た。大きな声で叱るなんてそんな偉そうな立場ではないし、どうしようと思っていたが、
悪いことを流してしまったりするのは生徒、児童のためにならない。これからはちゃんと
叱ってやろうと思った。そのためにはやはり自分の生活態度や悪いところを改めて自信を
持って叱ることができなければ意味が無いと思う。これは将来にも繋がっていくと思うの
で必ず実行したい。」（2008 年 Kさん） 
このように、この問題をとりあげた中でも、３年次で履修した２回目の「学校フィール
ド学習」となった学習生の２日目の気づきは、次のように綴られている。 
 「昼休みに、縦割り班で長縄とびをするように連絡があったのだが、男の子の何人かが
サッカーをやめなかった。○○先生に『ボールを奪ってでもやめさせてきてください。』と
頼まれて注意に向かった。サッカーをやりたい一心の子どもたちにはどんな言葉も届かず、
やむを得ずボールを奪うことにした。それに怒った子どもたちは私を蹴ってきた。今やら
なければいけないことをやらずに自分の好きなことをしようとするのはいけないというこ
と、他の縦割り班の仲間に迷惑がかかっていること、人を蹴ってはいけないということ、
先生に対する態度はそれではいけないということについて叱った。しかし、子どもたちは
全く聞く耳を持たなかった。それがとても悲しくて悔しかった。私は教師に向いていない
のではないかとさえ思った。この日の放課後、○○先生と話をする機会があり、話を聞い
ていただいた。私を先生だと認めていないからなのか、私の注意の仕方がよくなかったの
か、そうだとしたらどうしたらよかったのかということを聞いた。○○先生は私がしたこ
とは間違っていなかったとおっしゃってくれた。そして、子どもたちとの向き合い方をア
ドバイスしてくださった。叱るときは心を鬼にして全力で叱らなくてはいけない。そうす
ることによって、自分がいけないことをしたということに気づき、反省をする。私にはこ
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の部分が足りなかったのだと気づいた。可愛い子どもたちを傷つけてしまうような気がし
て、遠慮してしまい注意も諭すような程度であった。しかし、本当に心の底から子どもた
ちを可愛がり、愛情を注ごうとするならば、叱るときは余計な優しさはいらないのだと分
かった。それは甘やかしているということなのだと気づいた。また、叱るだけではいけな
い。いいところや成長を見つけたら全力で褒めてあげるということも大切であると分かっ
た。学校フィールド学習は１週間しかない。１週間という短い期間の中では担任の先生の
ように子ども達と強い信頼関係を結んだり強い絆で結ばれたりすることは難しいと思う。
しかし、決められた期間の中で子ども達とよい関係を築くために、１つでも多く子ども達
のよいところ・悪いところを見つけ、いっぱい褒めたり全力で叱ったりしようと心に決め
た。」（2008年 Mさん） 
ここで長文をあえて引用したのは、この学習生の報告書から「学校フィールド学習」の
内実の一端が伝わってくるからである。すべての学習生とは限らないが、要請される児童
との関わり、学校教育現場でどこまで踏み込んだ指導を受けたのか、その事柄や過程、そ
こから体得した教師としてのあり方を伝えるものとして着目したい。 
またこの欄では、次のように、2年次に履修する『学校フィールド学習 A』と 3 年次に履
修する『学校フィールド学習 B』を比較して述べるものも見られた。 
「前回関わった 5年生が 6年生になり、6年生の成長ぶりに驚いた。後輩の面倒をよく見
て、後輩や仲間をかばったり注意しあったりする姿が見られた。私が学校フィールド学習 A
で一緒にいた 1週間でも成長が見られたのに、1年経つとその何倍も何倍も大きな成長を見
ることができた。たった 1 週間では一見分かりにくい成長も、長い目で見ると成長が一目
でわかる。これこそ教師の生きがいであると思った。今回は前回と違って反省点が多く、
100％満足できるとは言い切れない。しかし、その分得るものは多く、今後に大いに生かせ
ると思う。この経験を生かし、絶対教師になろうと思った。」（2010 年 Hさん） 
 以上、学習生が記した５年間の報告書をあらためて振り返ることによって、教職志望者
にとっての「学校フィールド学習」の履修の意味が再確認された。学校教育現場で児童と
関わり、学校教育活動全般への認識を得るという実体験は、様々な課題意識を喚起し、後
続する大学での学びや教育実習をより実のあるものにしていると考えられる。 
 
７ 事後反省会について 
（１）目的 
第 1 に、学生の体験を自らの言葉を通して語ることによって経験として意味づけるとと
もに、意味づけられずに体験にとどまっていた事柄を、他の学習生や本学及び笂井小学校
の教員と語り合うことで、新たな意味づけを見出すことである。第 2 に、語り合いを通し
て自らの学びを相対化することにより、次への課題を見つけ、今後の大学での学びや、次
年度の「学校フィールド学習」および教育実習での学びに主体的に取り組む意欲につなげ
ることである。第 3 に、笂井小学校の教員に参加を求めることで、教員が把握していたリ
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アリティとしての教育実践と、学生の語りによるアクチュアルな学びが重なり合うという
相互性により、教育や「学校フィールド学習」という学びの場に対する認識を深化させる
ことである。 
（２）方法 
9 月末で前期・後期に分け、10 月上旬と 3 月下旬に実施した。学習生は２年生と３年生
の混合で８名前後のグループに分かれ、コース教員から事前に指名するかたちで、グルー
プ毎に司会と記録及び発表の担当者を設けている。約 30分～１時間のグループでの話し合
いには、各グループに一人ずつ笂井小学校の教員に参加いただいている。なお、コース教
員は、学習生のチームで活動する力や、課題発見力を身につけさせるために、話し合いで
は聞き役に徹している。話し合い終了後、各グループの記録係から話し合いの内容を発表
してもらい、全員で情報を共有している。最後に、笂井小学校の教員から来年度に向けて
のお話しをいただいて終了している。 
（３）話し合いの内容 
 「学校フィールド学習」では、教育実習とは異なり授業の登壇はないが、授業や学校生
活における支援を行うという意味においては、教師としての立場から児童に接することが
求められる。５日間という限られた期間の中で児童と関係性をつくり、場合によっては指
導を行う場面も出てくるのであるから、その対応についての苦悩は大きなものとなる。一
方で、学習生たちにとって喜びや教職に就く意欲の源となる経験も多く語られる。また、
これらの学習生の発言に対して、応える側の教員にとっても意味ある時間となっているか
もしれないことがうかがえる。以下、この 3点から内容をまとめる。 
1）困難な問題 
 5年間でその内容は大きく変化することはなく、概ね以下のような点が学習生から語られ、
それに対して笂井小学校の教員が応答している。 
① 児童との関わり方について  
a)授業中の対応について 
学習生からは授業に集中していない児童、課題がわからない児童への対応についての疑
問が多くあげられている。しかし、教員は、集中できなかったり、わからなかったりする
児童に関わり続けることで、児童が一人で学ぼうとする意欲まで見失わせてしまう可能性
があることを指摘している。つまり、「教える」という行為のもつ両義性を学習生に指摘し
ている。さらに、「授業中は他の児童への配慮や指導も大事」と、一歩距離を置いて全体の
バランスの中で支援することの大切さに気づかせている。 
b)学校生活における対応について 
消極的な児童とのかかわり方、授業中と休み時間のメリハリなど、児童との距離の取り
方など、学習生が積極的な関わりによって生まれてくる問題と、児童への声のかけ方がわ
からなかったという消極的な対応による問題とに区分することができる。教員の助言は、
好かれたいという気持ちではなく、児童の成長を支援するプロ意識を持つこと、失敗を恐
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れずに積極的に関係をつくろうとする情熱を常に持つこと、できるだけ多くの児童に対応
できるように心がけること、趣味や特技などを磨いてきっかけとなる引き出しをたくさん
用意することといった助言が見られ、今後の大学生活で積極的に多様な経験をすることを
求めている。 
特に、近年消極的な対応からくる問題で悩む学習生の声が多く、教員も「子どもの顔と
名前をしっかり覚え、意欲的・積極的に会話をする」、「子どもたちの中に入り、何を吸収
でき、提供できるのか、考えながら動く」、「活動中は目的を持って積極的に動く」「子ども
の中に進んでとび込む」、「給食の時間も子ども理解につながるので、準備や片づけも行う」
といった、教員になるための体験学習であることの再確認を求められるような助言となっ
ている。 
また、「生意気な発言への対処」や「抱っこをねだられたら」といった具体的事象に関し
て具体的に対応を助言することで、児童と学習生との関係の取り方への基準を明確に指摘
している。例えば、「児童のために教師がいる」、「児童が今何をしなければいけない時間か
を考える」、「やってもいいことといけないことに学年や性別は関係ない」、「どこまでが許
されるのか、担任との駆け引きをしているといってもよい」という判断基準を明確に示す
ことで、学習生の積極的なかかわりを促している。 
②叱るということについて 
5日間という短い期間しか一緒に過ごさず、信頼関係も浅い中で、叱らなければいけない
場面での対応に苦慮する学習生は多い。いたずらやふざけ、掃除さぼり、友達の悪口など
場面は多岐にわたる。厳しく対応できなかったことに対して、その場での対応が正しかっ
たのか、笂井小学校の教員に尋ねる学習生もいた。 
教員の助言では、一人ひとりの性格に合わせて、個にあった指導が大事であること、児
童の目の高さに合わせること、叱る理由を明確にすること、叱ることは褒めることと一体
になった行為であり、児童の言い分を十分に聴き、最終的に納得し安心して帰れることが
大事であることが語られている。また、正解を求める学習生に対し、答えは１つではない
のだから、自分で考えて答えを見つけることが大切で、そのためには自分を磨かなければ
始まらないと助言している。 
③ケンカへの対応について 
基本的な対応として、ケンカをしている当事者の話に十分耳を傾けるという対応までは
学習生も行動できるが、短時間ではその解決策が見いだせない場合の決着のつけ方が難し
いという発言が多くみられる。助言としては、「当事者は都合の悪い部分を隠すので、つじ
つまが合わない部分について、よく聞く」、「周りで見ていた児童にも話を聞く」、「けがを
した場合には保健室に連れて行き、後ほど経緯を自宅に連絡する」、「暴力を振るわれた背
景には、言葉の暴力に原因があることが多いので、両方に気づかせることが大切」といっ
た、教師になった時の対応や心構えにまで踏み込んだ助言が見られる。また、叱ることと
同様に、対応の正解を求める学習生に対し、「実際によく見て、よく聞いて、よく考えてと
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いう体験をして、そこから身につけていくものだ」と学習生自身で体験から学ぶ姿勢の大
切さを説いている。   
④学力の個人差への対応について 
学校以外での勉強に取り組むことによって、答えがはやく導き出せる児童もいる。答え
がすぐ出せてしまう児童について、どう接すればいいのかは難しい。一方で、なかなか一
人で解答できない児童もいて、進度への対応の工夫について聞きたいと考えている学習生
が見られる。すぐにできてしまう児童に対しては、頑張っているということを認めると同
時に、答えを出すまでの過程が大切であり、他の方法にも気づかせることが大切であると
いう助言が見られる。また、進度に対する工夫としては、できる子ができない子を教える
ことで協働学習を行う、様々なプリントを用意して自分で丸つけをさせるなどの日々の実
践における具体例を挙げて、工夫のポイントを助言している。 
2）教職への意欲につながる経験 
まず、学習生と児童との関わりが大きな経験となっている。「実際に子どもたちとの触れ
合いを通して、今まで以上に本物の先生になりたいと感じた。勉強したい、努力したいと
いう意欲を持てた。」と語っている。第 2 に、子ども理解の深化である。「子どもたち一人
ひとりが個性的であり、大学での模擬授業では想像できない答えを子どもたちが持ってい
るということも感じました。」と語っている。第 3 に、教師の仕事を肌で感じ取ることで、
教師という仕事の魅力を発見している。「学級運営をしている姿を見て、学級運営のしかた
や児童たちとの関わり合いに感動した。」、「児童たちと一つのことを達成できてとてもうれ
しかった。自分が頑張った分だけ児童もそれに応えてくれた気がした。」と語っている。 
3）教員にとっての「学校フィールド学習」 
ある教員は「教員として学生に私の教室へ１年間毎日来てもらうことは、ありがたい反
面、素の自分の指導や学級経営を見られてしまうので大変だ、と考えていたのは最初だけ
だった。1 週間もたてば、普段通りの私の姿を出していた。」と語っている。また、事後指
導の中での助言は、仕事におけるテクニック的な内容を伝授することは、あくまでも補助
的な位置づけであり、教師という職業で磨かなければならないものは人間性そのものであ
るという助言が多くみられる。例えば、「完璧な教員でなくていい。完璧でないから教師も
学ぼうとするのだから。」、「今、この時に自分のこれまでの人生を見直し、自分が本当に教
師に向いている人間なのかどうかということを考えてみるべきである。」、「自分が子どもに
負けないものを持とう。何にでもチャレンジし、特に今からいろいろな人と接するように
しよう。教員に必要なものは、体力、教材研究、自信。」といった言葉で語られている。 
「学校フィールド学習」が、学習生のための体験的学習であり、その場を提供してくだ
さっている教員のご苦労は図りしえないものがある。しかし、この学習を通して、教師自
身が人間的営みとして教育をとらえ直して日常の実践を語ってくださるからこそ、学習生
にもまた、共に成熟するプロセスという教育の原点を伝えることができるのだと考えられ
る。つまり、教員にとっても、教育という営みの原点から自らの実践を見つめ直す機会に
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なっていると言い換えることもできるのではないだろうか。 
（４）事後指導における効果と今後の課題 
事後指導を終えた感想文では、「先生は、今、私たちに必要なことは自分を磨くことと教
えてくださいました。人との経験を通して人間としての中身を磨き、自分を大きく膨らま
せようとおっしゃいました。先生からのご助言の一言一言が胸にしみるほど響きました。
感動して涙が出てきてしまいそうなほどでした。」と綴られている。学習生の多くは、この
事後指導で一つひとつの事例に対する答えを期待していたが、心に残った内容はそうでは
ない。 
また、「自分以外の学生も同じことで悩んでいたのだと知り、安心した。それは難しいよ
ね、と言っていただけて気持ちが軽くなった。」と綴っている学習生がいる。教師という仕
事は、人間同士の営みであるから正解がなく、うまくいかなかったという体験が、教職に
就くことをあきらめる大きな引き金にもなる。そうした体験をまずは誰にでもあることで、
それを恐れず乗り越えていけばいいと理解することは、今後の学生生活にとっても重要で
あろう。別の学習生は、「何のために実習に行くのか考える、失敗を恐れずに積極的に行動
するという 2点を念頭に置いて、これから行く教育実習の準備に取り組む。」と綴っている。
これらのことから、「学校フィールド学習」が、大学生活の中盤を支え、教育実習に行く前
段として有効であると言えるであろう。 
一方で、「今回の学校フィールド学習では、初めてのことばかりで行動しなければいけな
いのに見るだけになってしまったり、自分で何をするべきなのかを考えられなかったりし
たので、3年生では頑張りたい。今回は失敗することを恐れてしまったので、次回は積極性
を優先したい。」という内容が綴られている。積極性に関しては、「学校フィールド学習」
の事前指導で、これまで先輩が指摘されてきた大きな課題として強く指導しているが、結
果として事後指導を受けて初めて自覚できる学習生が一定数いる。学習生がぶつかるであ
ろうこの問題を、事前の準備として位置づけるための工夫が今後の課題となろう。 
 
Ⅲ まとめと今後の課題 
共愛学園は 1888年に設立された前橋英和女学校を母体としている。以来、地元の前橋市
からは事あるごとに多大な支援を受けている。そのような関係と小学校教員養成を主たる
目的とする児童教育コースが開設したのを契機に、2006年 12月には地域連絡準備協議会を
発足させた。2007 年 5 月からは試行的な「学校フィールド学習」が開始された。この時点
で私立大学と近隣公立小学校 1 校が連携するような当該プログラムは、全国に例がなかっ
たものと考えられる。その後、前橋市教育委員会と笂井小学校及び本学関係者による会議
を経て、2008年 5月には正式な覚書を交わしている。 
前述したように、「学校フィールド学習」は前橋市立笂井小学校において 1週間の学習支
援活動を行うものである。学習生は受け入れ学級で教員のお手伝い、すなわち学習指導の
補助、放課後の指導補助に加えて下校指導等を行い、小学校教育現場を直に体験すること
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が主な目的である。開始学年を 2年生とした理由は、3年次及び 4年次における教育実習を
見据えたものであると同時に、従来型の＜観察実習＞よりも踏み込んだ実習を想定したか
らである。一方で、この実習は小学校教師になるために必要となる資質・能力や適格性な
どの有無を学習生自身の省察によって見極める機会にもなると考えられる。 
 本稿は、「学校フィールド学習」が開始されてから 6 年目を迎えた 2012 年度当初に、児
童教育コースの初代専攻長だった岸が提案し、共同でまとめることに至ったものである。
このプログラムの立ち上げに最も貢献した川村は三重大学に転出しているため、現スタッ
フが個々に 5 年間の学びの記録を読み返すとともに、忘れかけている記憶をたどりながら
執筆した。それらを簡潔にまとめると次のようになる。 
(1) 提出された学習活動記録（日誌）を読み返したところ、２年生については小学校教育
現場で初めて学習支援に入ったことへの戸惑いや不安感などを素直に記していた。し
かし３年生では、自分なりの課題を持って臨み、その振り返りを毎日行うような積極
的な姿勢が多くなる傾向が読み取れた。 
(2) 「学校フィールド学習」終了後、「子ども理解」、「学校教育活動全般」、「その他気づい
たこと、考えたこと」の３点から事後報告書を課している。その報告書を読み返した
ところ、「子ども理解」に関しては児童一人ひとりの違いについての気づき、それらの
違いを踏まえた関わり方の模索、大学での既習事項や実際の児童との関係性などが綴
られていた。「学校教育活動全般」では、学習生の「学校フィールド学習」への意欲的
な視点やそれらを通して得られた学校教育全般についての認識を捉えることができた。
それと同時に、「学校教育活動全般」を可能な限りガラス張りにして学生を受け入れて
いる笂井小学校の学習生への配慮が見えてきた。「その他気づいたこと、考えたこと」
に関しては、学習生の多くが言及していた「ほめると叱る」という行為について取り
あげた。それらの事例から「学校フィールド学習」の内実の一端がリアルに伝わって
くるものが多かった。 
(3) 前期と後期にそれぞれ 1 回の事後反省会を行っている。提出された報告書を読み返し
たところ、短期間で児童と関係性をつくり、場合によっては指導を行う場面も出てく
ることが多々あり、その対応についての苦悩が極めて大きいものだと思われた。一方
で、学習生たちにとって喜びや教職に就く意欲の源となる経験も多く語られていた。
また、これらの学習生の発言に対して、応える側の小学校教員にとっても意義ある時
間となっているかもしれないことが推測された。 
 今後の課題としては、「学校フィールド学習」が学習生の授業構成力や省察力及び実践的
力量などにどのような効果を及ぼすかについての検討が必要になると考えられる。また、
2013年度の 4年生からは『教職実践演習』が始まるため、「学校フィールド学習」と「教育
実習」の関連性や連続性などを明らかにすることも必要になると考えられる。 
 おわりに、本稿は以下の分担によって執筆した。編集は岸が行った。 
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注 
1)担当教員は、前週に学習生を研究室に呼び、「学校フィールド学習」の心構えなどにつ
いて再確認させている。また当該週の都合が良い曜日に笂井小学校を訪問する。小学校で
は校長および教頭から学習生の様子などを伺うとともに、受け入れ学級を訪ねて学習状況
の把握に努める。巡回指導後は、児童教育コースの TS全員と MSの塩田宛に電子メール（原
則、スナップ写真添付）で報告して共通理解を図っている。 
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Abstract  
Learning Support Programs in Local Public Primary Schools:  
 Field Study Activities between 2007 ― 2011 
Kazuhiro KISHI, Masanao HONDA, Sayuri GOTO, Takashi SATO,       
Satsuki HIRAOKA, Kenji TAKAHASHI, Yumi KAWAMURA  
The purpose of this paper is to report on the efforts and results of five years of "field 
study activities" that the Regional Childhood Education Major: Childhood Education 
Course has offered since 2007. In Chapter 1, the history of efforts to launch the program 
is described. In Chapter 2, an analysis and discussion of specific examples of practice, 
associated staff and general procedures and cooperation during the five-years of 
school-related "field study activities" is noted. In chapter 3, we describe the conclusions 
and future related themes. 
